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第５回 二本松市農業委員会総会議事録 

１ 開催日時  令和６年５月２０日（月） 午後２時００分から午後２時５９分 

２ 開催場所  二本松市役所 正庁 

３ 出席した委員 

 農業委員 

１番 野地 太郎    ２番 佐藤 勝則    ３番 大内 和長 

４番 菅野 一紀 ５番 川口 美奈子 ６番 武藤 一夫 

７番 安齋  栄 ８番 安齋 喜八 ９番 佐久間 栄吉 

１０番 武藤 栄利 １１番 菅野 秀和 １２番 根本 信康 

１３番 佐藤 孝志 １４番 佐藤 美由紀 １５番 遠藤 伝栄 

１６番 馬場 利正 １７番 松本  太 １８番 齋藤 弘美 

１９番 奥平 貢市   

 農地利用最適化推進委員 

２０番 菊地 清吉 ２１番 佐藤  孝 ２２番 武藤 善朗 

２３番 安齋 浩一 ２４番 佐藤 一男 ２５番 佐藤  薫 

２６番 石川 重彦 ２７番 菅野 正寿 ２８番 佐藤 洋三 

２９番 平  義一 ３０番 大石 忠雄 ３１番 遊佐 一夫 

３２番 欠 員 ３３番 伊藤 金志 ３４番 渡邉 一正 

３５番 遠藤 康子 ３６番 大内 信一 ３７番 安齋 秀明 

３８番 武藤 健之   
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４ 欠席委員 

 農業委員 

１３番 佐藤 孝志 委員、 １７番 松本 太 委員  

 農地利用最適化推進委員 

２３番 安齋 浩一 委員、 ３３番 伊藤 金志 委員  

５ 遅参委員 

 農業委員 

５番 川口 美奈子 委員   

６ 議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第２７号 現況確認証明申請について 

第４ 議案第２８号 農地法第３条の規定による許可申請について 

第５ 議案第２９号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

第６ 議案第３０号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

第７ 議案第３１号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画 

  の承認について 

７ 農業委員会事務局職員 

   事務局長 佐藤 和子   農地係長 湯田 匡史   農地係 菅野 亮裕 
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８ 会議の概要 

議長（奥平貢市）会長  委員会に先立ちまして委員の皆様に申し上げます。 

      総会におけるマスク着用についてでありますが、着用は個人の判断となりま

すのでよろしくお願いします。また、携帯電話はマナーモード又は電源オフに

されますようお願いいたします。なお、委員会での説明は、簡潔にお願いしま

す。 

議長（奥平貢市）会長  これより、令和６年第５回二本松市農業委員会を開

会します。 

（宣告 午後２時００分） 

 

議長（奥平貢市）会長  委員の出席状況を報告いたします。 

出席委員は、農業委員１９名中１６名、推進委員１８名中１６名で定足数に

達しておりますので、本総会は成立しております。 

本日、１３番佐藤孝志委員、１７番松本太委員、２３番安齋浩一委員、３３

番伊藤金志委員から欠席の旨、届出がありましたので、ご報告いたします。 

なお、５番川口美奈子委員から遅参の旨、届出がありましたので、ご報告い

たします。 

議長（奥平貢市）会長  それでは、日程第１、二本松市農業委員会会議規則

第２０条第２項に規定する議事録署名委員ですが、議長から指名させていただ

くことにご異議ありませんか。 



  

4 

 

     （異議なしの声） 

議長（奥平貢市）会長  それでは、１番野地太郎委員、１８番齋藤弘美委員

の両名を指名いたします。 

議長（奥平貢市）会長  日程第２、会期の決定についてお諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

     （異議なしの声） 

議長（奥平貢市）会長  異議なしと認め、会期は本日１日間と決しました。 

なお、この際、お願い申し上げます。 

議案の個人情報につきましては、法令に基づき、適正に取り扱っていただき

ますようお願いいたします。 

議長（奥平貢市）会長  次に、日程第３、議案第２７号 「現況確認証明申

請について」を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

     （午後２時０３分 ５番川口美奈子委員 入室） 

事務局  それでは、事務局よりご説明いたします。議案書３ページをご覧願

います。 

 議案第２７号現況確認証明申請について。 

 福島県現況確認証明書交付事務取扱要領により、下記農地の申請があったの

で審議を求める。 
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 令和６年５月２０日提出  二本松市農業委員会会長 奥平貢市。 

 番号１、農地の所在、■■■■■■外３筆、登記地目・田、現況地目・田、

面積計４，４８３平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作をする

予定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったもので

あります。 

 番号２、農地の所在、■■■■■■■■、登記地目・田、現況地目・原野、

面積２，０７１平方メートル。非農地の事由については、周囲を山林に囲まれ

た農地であり、荒廃化も進んでいるため農地としての利用が難しいものであり

ます。 

 番号３、農地の所在、■■■■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・畑、

面積１，８９２平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作をする予

定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったものであ

ります。 

 続きまして、議案書４ページをご覧願います。 

 番号４、農地の所在、■■■■■■■■外１筆、登記地目・田、現況地目・

田、面積計１，９２６平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作を

する予定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったも

のであります。 

 番号５、農地の所在、■■■■■■■■外２筆、登記地目・田、現況地目・

田、面積計３，５４３平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作を
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する予定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったも

のであります。 

 番号６、農地の所在、■■■■■■■■外３筆、登記地目・田、現況地目・

田、面積計３，８３３平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作を

する予定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったも

のであります。 

 番号７、農地の所在、■■■■■、登記地目・畑、現況地目・畑、面積 

２，３６２平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作をする予定が

ないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったものでありま

す。 

 番号８、農地の所在、■■■■■■外２筆、登記地目・田、現況地目・原野、

面積計２，２１６平方メートル。非農地の事由については、１０年以上前から

耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものであります。 

 番号９、農地の所在、■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・原野、面積

１，４２３平方メートル。非農地の事由については、長期間にわたり管理され

なかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 

 続きまして、議案書６ページをご覧願います。 

 番号１０、農地の所在、■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・原野、面

積１，６９８平方メートル。非農地の事由については、長期間にわたり管理さ

れなかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 
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 番号１１、農地の所在、■■■■■■■外３筆、登記地目・田、現況地目・

原野、面積計４，０９２平方メートル。非農地の事由については、長期間にわ

たり管理されなかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 

 番号１２、農地の所在、■■■■■■■外１筆、登記地目・田、現況地目・

原野、面積計３，５６３平方メートル。非農地の事由については、長期間にわ

たり管理されなかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 

 番号１３、農地の所在、■■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・原野、

面積７９９平方メートル。非農地の事由については、長期間にわたり管理され

なかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 

 番号１４、農地の所在、■■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・原野、

面積５９０平方メートル。非農地の事由については、長期間にわたり管理され

なかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 

 番号１５、農地の所在、■■■■■■■、登記地目・田、現況地目・原野、

面積９４０平方メートル。非農地の事由については、長期間にわたり管理され

なかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 

 続きまして、議案書８ページをご覧願います。 

 番号１６、農地の所在、■■■■■■、登記地目・田、現況地目・原野、面

積１，０６３平方メートル。非農地の事由については、長期間にわたり管理さ

れなかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであります。 

 番号１７、農地の所在、■■■■■■、登記地目・田、現況地目・田、面積
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４３７平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作をする予定がない

ことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったものであります。 

 番号１８、農地の所在、■■■■■■、登記地目・田、現況地目・田、面積

９７２平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作をする予定がない

ことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったものであります。 

 番号１９、農地の所在、■■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・畑、面

積１，２６９平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作をする予定

がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったものであり

ます。 

 番号２０、農地の所在、■■■■■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・

畑、面積１，８８９平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作をす

る予定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったもの

であります。 

 番号２１、農地の所在、■■■■■■外１筆、登記地目・田、畑、現況地目・

原野、面積計２，３４６平方メートル。非農地の事由については、２０年以上

前から耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものであります。 

 続きまして、議案書１０ページをご覧願います。 

 番号２２、農地の所在、■■■■■■■■■外２筆、登記地目・田、現況地

目・原野、面積計２，１０４．７２平方メートル。非農地の事由については、

長期間にわたり管理されなかったため、草木が生い茂り荒廃化したものであり
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ます。 

 番号２３、農地の所在、■■■■■■■■■外１筆、登記地目・畑、現況地

目・畑、面積計６７５平方メートル。非農地の事由については、今後、耕作を

する予定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申請があったも

のであります。 

 番号２４、農地の所在、■■■■■■■■■外７筆、登記地目・畑、田、現

況地目・畑、田、面積計１，２０８平方メートル。非農地の事由については、

今後、耕作をする予定がないことから、地目変更登記のための現況確認証明申

請があったものであります。 

 続きまして、議案書１２ページをご覧願います。 

 番号２５、農地の所在、■■■■■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・

原野、面積７１８平方メートル。非農地の事由については、３０年以上前から

耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものであります。 

 番号２６、農地の所在、■■■■■■■■■■外１筆、登記地目・畑、現況

地目・原野、面積計６９６平方メートル。非農地の事由については、１０年以

上前から耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものでありま

す。 

 番号２７、農地の所在、■■■■■■■■■、登記地目・畑、現況地目・原

野、面積１，０６９平方メートル。非農地の事由については、２０年以上前か

ら耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものであります。 
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 番号２８、農地の所在、■■■■■■■■■■、登記地目・田、現況地目・

原野、面積１，２９７平方メートル。非農地の事由については、１０年以上前

から耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものであります。 

 番号２９、農地の所在、■■■■■■■■外１筆、登記地目・畑、田、現況

地目・原野、面積計４７８平方メートル。非農地の事由については、１０年以

上前から耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものでありま

す。 

 続きまして、議案書１４ページをご覧願います。 

 番号３０、農地の所在、■■■■■■■■■■外６筆、登記地目・田、現況

地目・原野、面積計３，３３６平方メートル。非農地の事由については、１０

年以上前から耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものであ

ります。 

 番号３１、農地の所在、■■■■■■■■■外１筆、登記地目・畑、現況地

目・山林、面積計１５，７６５平方メートル。非農地の事由については、２０

年以上前から耕作しておらず、そのまま放置していたため荒廃化したものであ

ります。 

 なお、所有者氏名等につきましては、議案書記載のとおりであります。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長  事務局の説明が終わりました。 

 引き続き、本議案について、担当委員の調査結果の報告を求めます。 
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４番（菅野一紀）委員  ４番菅野です。議案第２７号番号１と２について調

査内容を報告します。番号１から、５月１日午後１時３０分より推進委員の大

石忠雄さん、同じく推進委員の菊地清吉さん、事務局から佐藤局長、筥﨑さん

の５名にて現地調査を行いました。■■地区内の２ヶ所については、周りが作

付けしているので、非農地化することが周辺農地への営農への影響も懸念され

ることから、非農地判定は出来ないと判断いたしました。また、■■■の２ヶ

所についても、荒廃化はしておらず、時期尚早と思われるところもあり、判定

基準を満たさないと思われるので、非農地判定は出来ないと判断いたしました。

番号２については、午後２時から推進委員の大石忠雄さん、同じく推進委員の

菊地清吉さん、事務局からは佐藤局長、筥﨑さん５名にて現地調査を行いまし

た。内容は事務局説明のとおりであり、非農地判定やむなしと判断いたしまし

た。以上です。 

１２番（根本信康）委員  １２番根本です。議案２７号の３につきまして、

現況確認の報告をいたします。５月１日に、馬場委員、佐藤洋三さんに伊藤金

志くんと私とあと事務局の方から局長と筥﨑くんが来ていただきました。この

■■■■■の場所ですけども、現状見ますとちゃんと根刈りしてあってこれは

非農地判定は出来ないということで、みんなと話したようになります。以上で

す。 

１６番（馬場利正）委員  １６番馬場です。議案２７号４から１６まで調査

報告をいたします。内容については事務局説明のとおりです。５月１日に農業
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委員の根本信康さん、推進委員の伊藤金志さん同じく佐藤洋三さん、事務局よ

り佐藤局長、筥﨑さんと私で午後１時３０分より現地調査をいたしました。調

査の結果、４番から７番の農地については、まだ農地として十分耕作できるも

のと判断をいたしました。８番から１６番については、すでに樹木が生い茂っ

ており、農地として再生するのには大変な状態でありましたので、やむなく非

農地と判定いたしましたので皆さんのご審議よろしくお願いします。 

１８番（齋藤弘美）委員  １８番齋藤です。議案２７号番号１７から２１に

ついて調査内容を報告いたします。５月１日に馬場委員、伊藤委員と私、事務

局から佐藤事務局長と筥﨑さんの５名で現地調査を行いました。内容は事務局

説明のとおりです。調査の結果、１７番から２０番は草があるだけで農地とし

て利用することが可能であると認められました。番号２１は立木が生い茂って

おり、農地に再生することが不可能と判断しました。皆様のご審議よろしくお

願いいたします。以上です。 

３１番（遊佐一夫）委員  ３１番遊佐です。５月７日午前１０時３０分より、

事務局より２人と佐藤孝志くんと大内信一くんと安齋栄くんと私と６人で現地

確認しました。内容は事務局説明のとおりであります。皆さんの審議よろしく

お願いします。 

３６番（大内信一）委員  ３６番大内です。議案第２７号の番号２３番から

３０番まで調査内容を報告します。５月７日午前１０時３０分より農業委員の

安齋栄さん、佐藤孝志さん、推進委員の遊佐一夫さんと私、事務局より佐藤局
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長、筥﨑さんの６名で現地調査を行いました。番号２３と２４の農地は、まだ

草を刈れば耕作することが可能であるということで、非農地判定は出来ないと

判断しました。番号２５から３０の農地は１０年以上も耕作されておらず、カ

ヤとかシノとか生えておりまして、中を歩くことが困難な状況であり、山林化

しており農地の復元は難しい状況であり、周辺農地も同様に荒廃化しているこ

とから、非農地判定やむなしと判断しました。内容は事務局説明のとおりです。

以上です。よろしくお願いします。 

１４番（佐藤美由紀）委員  １４番佐藤です。議案第２７号番号３１につい

て調査内容を報告します。５月８日午後２時から推進委員の武藤善朗さん、佐

藤一男さんと私と事務局から佐藤局長と筥﨑さんの５名で現地調査を行いまし

た。周りが山林に囲まれており、その農地もすでに山林化しているため、非農

地判定やむなしと判断いたしました。皆様のご審議よろしくお願いいたします。 

議長（奥平貢市）会長  以上で、担当委員の報告が終わりました。 

 これより、只今の事務局並びに担当委員の報告に対する質問及び意見を許し

ます。 

 質問、意見ございませんか。 

６番（武藤一夫）委員  番号２２ですが、私ちょっと聞き洩らしたのかもし

れませんが、調査結果の可否についてお知らせいただければ。 

議長（奥平貢市）会長  ２２番の番号はどなたでしたっけ。はい。調査結果、

判定の内容を教えていただきたいということなんですが。 
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３１番（遊佐一夫）委員  山際の天水場で、何年も荒らしていたので、水田

に復旧は難しいってことで非農地判定しました。 

議長（奥平貢市）会長  非農地判定だということでございます。よろしいで

しょうか。はい。その他ご意見等ございますか。 

 無いようですので採決いたします。 

議長（奥平貢市）会長  議案第２７号、番号１から番号３１について、原案

のとおり判定することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。 

     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第２７号、番号１から番号

３１については原案のとおり判定することに決定いたしました。 

議長（奥平貢市）会長  次に、日程第４、議案第２８号「農地法第３条の規

定による許可申請について」を議題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

事務局  事務局よりご説明いたします。議案書１５ページをご覧願います。 

 議案第２８号農地法第３条の規定による許可申請について。 

 農地法第３条の規定により、下記農地の申請があったので審議を求める。 

 令和６年５月２０日提出  二本松市農業委員会会長 奥平貢市。 

 番号１および番号２につきましては、譲受人の経営規模の拡大のため、譲渡

人は相手側の要望を受け、申請地を売買により所有権移転するものであります。 

 番号３につきましては、譲受人の経営規模の拡大のため、譲渡人は相手側の
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要望を受け、申請地を贈与により所有権移転するものであります。 

 続きまして、議案書１６ページをご覧願います。 

 番号４につきましては、譲受人の経営規模の拡大のため、譲渡人は相手側の

要望を受け、申請地を売買により所有権移転するものであります。 

 なお、申請人氏名等につきましては、議案書記載のとおりであります。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長 事務局の説明が終わりました。 

 引き続き、本議案について、担当委員の調査結果の報告を求めます。 

３１番（遊佐一夫）委員  ３１番遊佐です。議案２８号１を報告いたします。

５月１６日午前９時より安齋栄くんと■■■■くん、あと■■さんには電話で

確認を取ってました。■■くんの話を聞いてハウスを作ってやるってことで何

ら問題はないと思いますのでよろしくお願いします。 

１５番（遠藤伝栄）委員  １５番遠藤伝栄です。議案第２８号番号２につい

て調査内容を報告いたします。１５日の午後１時からですね、遠藤康子推進委

員とともに、■■■さん、現地でですね、お話を伺いました。■■さんにつき

ましては、なかなか電話通じなかったんですが、夜かけて旦那さんと電話でつ

ながりまして、この申請に間違いないということを確認いたしました。特に問

題は無く許可適当と考えます。皆さんのご審議よろしくお願いいたします。 

６番（武藤一夫）委員  ６番武藤一夫です。議案第２８号番号３番について

調査結果をお知らせします。５月１７日午前９時より、推進委員の菅野正寿さ
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ん、あと私とで調査をしました。当時譲渡人の■■■■■さんに関しては、今

老人ホームで歩けない状態ということで、奥様が代理でまいりました。また、

■■さんについては、夫と２人で現地に赴いて出向いてお話を伺いました。そ

れぞれ事務局の説明とおり問題なく許可適当と考えますので、皆様のご審議よ

ろしくお願いいたします。 

１１番（菅野秀和）委員  １１番菅野です。議案第２８号４について調査の

報告をします。内容は事務局説明のとおりです。５月１７日に譲渡人の■■さ

んと電話で連絡を取り、内容に間違いはないとのことでした。なお現地の確認

は高齢のためよろしくお願いしますとのことでした。譲受人の■■■■さんと

は、５月１８日に連絡が取れたので、１９日の朝８時から■■■■さんと佐藤

委員と私の３人で現地の確認をしました。今回議案にあった４件とも■■さん

の家の前にあり、その中に■■さんが使用している井戸があり、除草や連作な

ど手入れも■■さんがしていたようなので、問題は無いでしょうとの結論とな

りましたので、皆様のご審議よろしくお願いします。以上です。 

議長（奥平貢市）会長  以上で、担当委員の報告が終わりました。 

 これより、只今の事務局並びに担当委員の報告に対する質問及び意見を許し

ます。 

 質問、意見ございませんか。 

     （意見なし） 

議長（奥平貢市）会長  よろしいですか。それでは採決いたします。 
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 議案第２８号、番号１から番号４について、原案のとおり許可することに賛

成の委員は挙手をお願いいたします。 

     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第２８号、番号１から番号

４については、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

議長（奥平貢市）会長  次に、日程第５、議案第２９号「農地法第４条第１

項の規定による許可申請について」を議題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

事務局  事務局よりご説明いたします。議案書１７ページをご覧願います。 

 議案第２９号農地法第４条第１項の規定による許可申請について。 

 農地法第４条第１項の規定により、下記農地の申請があったので審議を求め

る。 

 令和６年５月２０日提出  二本松市農業委員会会長 奥平貢市。 

 番号１、事後申請になります。昭和２２年頃に建築した住宅の一部が違反転

用状態であることが判明したため、申請します。汚水の発生はありません。申

請地はおおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地であり、第１種農地と

判断されますが、集落に接続して住宅を設置するものであり、例外的に許可す

ることができると判断されるものであります。 

 番号２、事後申請になります。昭和４２年から昭和４９年にかけて建築した

物置が違反転用状態であることが判明したため、申請します。汚水の発生はあ
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りません。申請地はおおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地であり、

第１種農地と判断されますが、申請に関わる土地の周辺の地域において、居住

する者の日常生活上、又は業務上必要な施設に該当しますので、例外的に許可

することができると判断されるものであります。 

 なお、申請人氏名等につきましては、議案書記載のとおりであります。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長  事務局の説明が終わりました。 

引き続き、担当委員の調査結果の報告を求めます。 

１８番（齋藤弘美）委員  １８番齋藤です。議案第２９号番号１について調

査内容を報告いたします。５月１８日に申請人■■さんから内容を聞き取り、

現地調査を行いました。内容は事務局説明のとおりです。祖父の代から農地の

一部を転用しないで使用していたということで、顛末書が提出されています。

検討の結果、現に建物が建っていますので今回はやむを得ず許可をすると判断

いたしましたのでご審議よろしくお願いいたします。以上です。 

５番（川口美奈子）委員  ５番川口美奈子です。議案２９号番号２について

調査結果をご報告いたします。５月１７日午前１０時より、渡邉一正委員とと

もに■■■さん宅を訪れ、現地にて確認を行いました。内容は事務局説明のと

おりです。当時養蚕のためにつくられた施設ということで、今回顛末書も出て

おりますので許可やむなしと判断をいたしました。皆様のご審議よろしくお願

いいたします。 
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議長（奥平貢市）会長  以上で、担当委員の報告が終わりました。 

これより、只今の事務局並びに担当委員の報告に対する質問及び意見を許し

ます。 

質問、意見ございませんか。 

     （意見なし） 

議長（奥平貢市）会長  よろしいですか。それでは採決いたします。 

議案第２９号、番号１から番号２について、原案のとおり許可することに賛

成の委員は挙手をお願いします。 

     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第２９号、番号１から番号

２については、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

議長（奥平貢市）会長  次に、日程第６、議案第３０号「農地法第５条第１

項の規定による許可申請について」を議題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

事務局  事務局よりご説明いたします。議案書１８ページをご覧願います。 

 議案第３０号農地法第５条第１項の規定による許可申請について。 

 農地法第５条第１項の規定により、下記農地の申請があったので審議を求め

る。 

 令和６年５月２０日提出  二本松市農業委員会会長 奥平貢市。 

 番号１、現住居が手狭であるため、申請地に住宅建築を計画します。汚水は
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市下水道へ排水します。農地区分について、申請地は都市計画用途地域内の第

二種中高層住居専用地域にありますので第３種農地と判断されるものでありま

す。 

 番号２、現住居が手狭であるため、申請地に住宅建築を計画します。汚水は

合併浄化槽を設置し、集水桝へ排水します。農地区分について、申請地は小集

団の生産性の低いその他の農地に該当しますので第２種農地と判断されるもの

であります。 

 番号３、一時転用になります。産業廃棄物処理場を建設するにあたり、資材

置場、駐車場が必要となったため、申請地に計画します。汚水の発生はありま

せん。農地区分について、申請地は農業振興地域の整備に関する法律第８条第

２項第１号に規定する農用地区域内にある農地でありますが、仮設工作物の設

置その他の一時的な利用に該当するため、例外的に許可することができると判

断されるものであります。 

 番号４、一時転用になります。公共工事を行うにあたり、資材置場、駐車場

が必要となったため、申請地に計画します。汚水の発生はありません。農地区

分について、申請地は農業振興地域の整備に関する法律第８条第２項第１号に

規定する農用地区域内にある農地でありますが、仮設工作物の設置その他の一

時的な利用に該当するため、例外的に許可することができると判断されるもの

であります。 

 続きまして、議案書２０ページをご覧願います。 
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 番号５、再生可能エネルギーの普及拡大を図るため、申請地に計画します。 

汚水の発生はありません。農地区分について、申請地は小集団の生産性の低い

その他の農地に該当しますので第２種農地と判断されるものであります。 

 なお、申請人氏名等につきましては、議案書記載のとおりであります。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長  事務局の説明が終わりました。 

引き続き、担当委員の調査結果の報告を求めます。 

２０番（菊地清吉）委員  ２０番菊地です。議案第３０号番号１について報

告します。５月１８日１４時から行政書士の■■■■さんと松本太委員と私の

３人で現地確認しました。譲渡人の■■■■さんと、譲受人の■■■さんには

電話にて確認し議案内容に問題ないとのことでした。調査結果に問題はなく許

可適当と判断しましたので皆様の審議よろしくお願いします。以上です。 

１２番（根本信康）委員  １２番根本です。議案３０号の２番について現地

調査の結果を報告いたします。５月１９日推進委員の佐藤洋三さんと、■■■

■さんのお宅まで行きました。当日その■■■■さん、譲受人の方なんですけ

ど、息子さんで、ちょうど休みの日を選んで行ったんですけども、ちょっと用

事ができて来れないということで、お父さんの■■さんの方に確認してきまし

た。今回新築の建物で、生活排水や出る水については用水組合との確認をし、

流すようになったということを言ってました。許可適当と思います。以上です。 

１８番（齋藤弘美）委員  １８番齋藤です。議案第３０号番号３について調
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査内容を報告いたします。５月１８日に貸付人の■■さんと借受人の■■■の

■■さんから内容を聞き取り、現地調査を行いました。内容は事務局説明のと

おりです。調査の結果、周りの農地に影響がないため、一時転用は許可出来る

と考えます。皆様のご審議よろしくお願いします。以上です。 

３６番（大内信一）委員  ３６番大内です。議案３０号の４について調査内

容を報告します。５月１８日午前８時より、■■■さんと一緒に現地を確認、

調査いたしました。■■■■さんにつきましては、忙しいということで５月１

４日に私５時５０分にお伺いしまして、議案書、地図にて確認しました。借受

人の■■■■株式会社土木部の■■■■■■■さんに、５月１７日電話にて、

佐藤孝志委員が確認しました。内容は事務局説明のとおりです。調査の結果、

特に問題がないため許可適当と考えます。ご審議の程よろしくお願いします。 

３７番（安齋秀明）委員  ３７番安齋です。議案第３０号番号５について調

査内容を報告します。５月１８日午後１時より農業委員の野地太郎さん、推進

委員の佐藤孝さん、私と３人で、譲受人株式会社■■■■■■■■■■■■■

■■■の協力会社、株式会社■■■■の■■■さんより聞き取りおよび現地調

査を行いました。内容は事務局説明のとおりです。譲渡人の■■■さんは高齢

のため自宅にて確認しました。確認の結果、申請に間違いないとのことでした。

調査の結果、特に問題がないため、許可適当と考えます。以上です。 

議長（奥平貢市）会長  以上で、担当委員の報告が終わりました。 

これより、只今の事務局並びに担当委員の報告に対する質問及び意見を許し
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ます。 

質問、意見ございませんか。 

     （意見なし） 

議長（奥平貢市）会長  よろしいですか。それでは採決いたします。 

議案第３０号、番号１から番号５について、原案のとおり許可することに賛

成の委員は挙手をお願いします。 

     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第３０号、番号１から番号

５については、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

議長（奥平貢市）会長  次に、日程第７、議案第３１号「農業経営基盤強化

促進法に基づく農用地利用集積計画の承認について」を議題といたします。 

本議案中、番号１及び番号２については■■■■■■委員、番号３について

は■■■■■■■委員、番号５については■■■■■■■委員が、議案に関係

がありますので、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により、議事に参

与できないこととなっており、関係委員を除斥して審議することとなります。 

よって、まず、議案第３１号、番号１及び番号２を審議することとしますの

で、■■■■■■委員の退席を求めます。 

     （■■■■■■委員 退席） 

事務局の説明を求めます。 

事務局  事務局よりご説明いたします。議案書２１ページをご覧願います。 
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 議案第３１号農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認に

ついて。 

 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年法律第５６号）

附則第５条の改訂により改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規

定により、下記農用地利用集積計画の決定について意見を求める。 

 令和６年５月２０日提出  二本松市農業委員会会長 奥平貢市。 

 今回の告示は、５月３１日を予定しております。 

 番号１、番号２につきましては、６筆、計９，４５４平方メートルに利用権

の新規設定のために申請があったものになります。 

 その他の設定内容等については、議案書記載のとおりであります。 

 利用権設定の番号１、番号２につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８

条第３項の各要件を満たしていると考えます。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長 事務局の説明が終わりました。 

これより、只今の事務局の説明に対する質問及び意見を許します。 

質問、意見ございませんか。 

     （意見なし） 

議長（奥平貢市）会長  よろしいですか。それでは採決いたします。 

議案第３１号、番号１及び番号２について、原案のとおり承認することに賛

成の委員は挙手をお願いします。 
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     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第３１号、番号１及び番号

２については、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

■■■■■■委員の除斥を解きます。 

     （■■■■■■委員 復席） 

次に、議案第３１号、番号３を審議することとしますので、■■■■■■■

委員の退席を求めます。 

     （■■■■■■■委員 退席） 

事務局の説明を求めます。 

事務局  事務局よりご説明いたします。議案書２２ページをご覧願います。 

 番号３につきましては、１筆、８１２平方メートルに利用権の再設定のため

に申請があったものになります。 

 その他の設定内容等については、議案書記載のとおりであります。 

 利用権設定の番号３につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項

の各要件を満たしていると考えます。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長 事務局の説明が終わりました。 

これより、只今の事務局の説明に対する質問及び意見を許します。 

質問、意見ございませんか。 

     （意見なし） 
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議長（奥平貢市）会長  よろしいですか。それでは採決いたします。 

議案第３１号、番号３について、原案のとおり承認することに賛成の委員は

挙手をお願いします。 

     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第３１号、番号３について

は、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

■■■■■■■委員の除斥を解きます。 

     （■■■■■■■委員 復席） 

次に、議案第３１号、番号５を審議することとしますので、■■■■■■■

委員の退席を求めます。 

     （■■■■■■■委員 退席） 

事務局の説明を求めます。 

事務局  事務局よりご説明いたします。議案書２２ページをご覧願います。 

 番号５につきましては、４筆、計４，４４０平方メートルに利用権の新規設

定のために申請があったものになります。 

 その他の設定内容等については、議案書記載のとおりであります。 

 利用権設定の番号５につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項

の各要件を満たしていると考えます。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長 事務局の説明が終わりました。 
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これより、只今の事務局の説明に対する質問及び意見を許します。 

質問、意見ございませんか。 

     （意見なし） 

議長（奥平貢市）会長  よろしいですか。それでは採決いたします。 

議案第３１号、番号５について、原案のとおり承認することに賛成の委員は

挙手をお願いします。 

     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第３１号、番号５について

は、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

■■■■■■■委員の除斥を解きます。 

     （■■■■■■■委員 復席） 

議長（奥平貢市）会長  次に、議案第３１号、番号１から番号７のうち、番

号１から番号３、及び番号５の４件を除く３件を審議することとします。 

 事務局の説明を求めます。 

事務局  事務局よりご説明いたします。農地流動化の状況について、議案書

２６ページをご覧願います。 

 今回の利用権設定内容につきましては、二本松地区６筆、計９，４５４平方

メートル。安達地区１筆、計８１２平方メートル。東和地区９筆、計 

１０，８２６平方メートル。合計１６筆、計２１，０９２平方メートルの計画

内容でございます。 
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 利用権の新規設定は議案書２１ページの番号１、２、議案書２２ページの番

号５になります。 

 議案書２４ページの番号７につきましては、譲受人は経営規模拡大のため申

請地を売買により所有権移転するものであります。 

 その他の設定内容等については、議案書記載のとおりであります。 

 利用権設定の番号１から番号７のうち番号１から番号３、番号５の４件を除

いた３件につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満

たしていると考えます。 

 以上で議案の説明を終わります。 

議長（奥平貢市）会長 以上で事務局の説明が終わりました。 

これより、只今の事務局の説明に対する質問及び意見を許します。 

５番（川口美奈子）委員  ４番と６番の利用権設定を受ける者の■■さんと

いう方の経営面積、これ同一人物かと思うんですが、４番と６番の面積が違っ

ているんですけど、これはどうなのかなと思って。 

事務局  大変失礼いたしました。■■■■さんにつきましては、借入地のみ

の経営面積で１０７．８アールであります。４番、６番ともに記載誤りとなり

ますので、訂正いただきますとともに議案の方の訂正の方お願いしたいと思い

ます。申し訳ございませんでした。 

議長（奥平貢市）会長  ということでよろしいですか。はい。その他、質問

意見等ございますか。 
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     （意見なし） 

 ただいまの質問以外無いようですので、採決にはいります。 

議案第３１号、番号１から番号３、及び番号５を除く３件について、原案の

とおり承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。 

     （全員挙手） 

議長（奥平貢市）会長  全員賛成ですので、議案第３１号、番号１から番号

３、及び番号５を除く３件については、原案のとおり承認することに決定いた

しました。 

議長（奥平貢市）会長  以上で、本日の審議は全て終了しました。 

 これをもって、令和６年第５回二本松市農業委員会を閉会いたします。 

                       （宣告 午後２時５９分） 
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上記の議事の結果は、事実と相違ないことを証明するため署名する。 
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